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新居浜市教育委員会 

塩の学習館 ミニ塩田「ソルティ多喜浜」塩の学習



（１）新居浜市における海洋教育について 

本市は、四国の瀬戸内海側のほぼ中央に位置し、北側は瀬戸内海の燧灘（ひう

ちなだ）、南側は赤石山系の山々に面しており、また市内唯一の離島である新居

大島には市営の渡海船が運航されているなど、山と海両方の自然を満喫できる

自然豊かな環境を有しています。さらに、「マリンパーク新居浜」や「黒島海浜

公園」など市民が気軽に河川や海岸等の水辺環境に親しむ場や機会が設けられ

ています。 

 また、市内すべての小中学校がユネスコスクールに加盟しており、防災・環境・

福祉など各校において地域の特色を生かしたＥＳＤ（持続可能な開発のための

教育）に取り組んでおります。 

 しかしながら、地球規模の温暖化や海面上昇、海洋プラスチックごみの集積な

ど、海洋生態系が深刻な脅威に直面しており、海の自然や資源を守り持続可能な

社会を構築するためにも、子どもから大人までひとりひとりが自分のこととし

て問題を位置づけ、解決に向けて取り組んでいくことが必要です。特に、子ども

の頃から海洋教育に取り組んでいくことが重要あると考えております。 

 そこで、本市では、別子銅山と並んで主要産業であった塩田文化を学ぶことを

中心に、子どもたちが海に親しみ、海とともに発展してきたふるさと新居浜に関

する知識や理解を深め、海洋がもつ恩恵を感じ、豊かに育つことを目的として

「海洋教育パイオニアスクールプログラム」の認定を受け、国連で提唱されたＳ

ＤＧｓ（持続可能な開発目標）１４「海の豊かさを守ろう」の達成にも寄与する

海洋教育に取り組むことといたしました。 

 新居浜の子どもたちが「海について学ぶ」ことで、自然、歴史文化、産業など

「地域の総合的・発展的な学び」となり、「郷土を愛し誇りをもつ、子どもの育

成」につながると考えています。 

 

 

  

新居浜市の海洋教育に関するコンセプト 

【新居浜の３つの文化】 

別子銅山（山の文化） 

新居浜太鼓祭り（魂の文化） 

多喜浜塩田（海の文化） 
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（２）海洋教育とは 

海洋教育は日本の未来を支える学校教育のテーマです 

 人類は、海洋から多大な恩恵を受けるとともに、海洋環境に少なからぬ影響を

与えており、海洋と人類の共生は国民的な重要課題となっています。 

海洋教育は、海洋と人間の関係についての国民の理解を深めるとともに、海洋

環境の保全を図りつつ国際的な理解に立った平和的かつ持続可能な海洋の開発

と利用を可能にする知識、技能、思考力、判断力、表現力を有する人材の育成を

目指しています。この目的を達成するために、海洋教育は海に親しみ、海を知り、

海を守り、海を利用する学習を推進するものです。 

 

海洋教育の４つのキーワード 

 海洋教育は「海に親しむ」ことから始まり、「海を知る」ことで海への関心を

高め、さらに海と人との共生のために「海を利用」しながら「海を守る」ことの

大切さを学ぶものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（笹川平和財団ホームページ「21 世紀の海洋教育に関するグランドデザイン」より） 
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＜概要＞ 

「海に住む生き物」の絵や塗り絵を WEB で募集し、応募のあった作品を海の中をイメージし

た壁（にいはまギャラリー）に展示する。 

 

＜目的＞ 

国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」では、2030 年までの国際目

標として「持続可能な開発目標（SDGs）」が示され、17 の目標のうち、ターゲット 14 として「海の豊か

さを守ろう」という目標が掲げられている。子どもたち自身の手により豊かな海（水族館）を作り上げ

ることで、海や生き物を大切さに触れ、さらに地球温暖化や海面上昇、海洋ゴミなどについて考え

る機会を提供し、海洋教育の推進を図る。 

 

ｗｅｂ募集要項 

 

 

 

  

あかがね水族館 ～私たちが守る海～  

私たちの生活を支えてきた海。その海がいま、多くの危機に直面しています。 

あかがねミュージアムでは海洋教育の一環として海に住む生き物のイラストや塗り絵を募集し、 

子どもたち自身の手で豊かな海を作り上げる「あかがね水族館」を開催します！ 

募集期間：７月 10 日（金）～８月５日（水） 

対   象：３歳～中学３年生(未就学児は塗り絵) 

応募方法：PDF 又は画像データを応募フォームからご応募ください。 

展示会場：あかがねミュージアム２階展示ロビーほか 

展示期間：８月 15 日(土)～10 月 18 日(日) 

開館時間：９時３０分～１７時 

観 覧 料：無料 

 

詳細は新居浜市美術館ホームページをご覧ください。 
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展示の様子 

4 百点以上の応募があり、全て展示しました 
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子どもたちの作品がバッチになりました。 

 

缶バッチの工作 
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宇和島市との海洋教育交流事業（12/21） 

 

真珠の養殖場の見学 真珠の球出し体験 

真珠アクセサリー作り 柑橘類を混ぜた鯛のエサに関する説明 
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鯛のエサやり体験 フィッシュガールによる解体ショー 
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学校名 

愛媛県新居浜市立多喜浜小学校 

採択活動名 

海の恵みで発展してきたふるさとを学ぶ～多喜浜塩田を未来に伝えよう～ 

実施単元  

単元名 学年 教科 

1. うみのいきものとなかよし １年生 海洋教育科、国語科、図画工作科 

2. 海の生き物を調べよう！ ２年生 海洋教育科 

3. 海からのおくり物 ３年生 海洋教育科、国語科 

4. 海のめぐみ 多喜浜塩つくり隊 ４年生 海洋教育科、社会科、総合的な学習の時間 

5. 多喜っ子海洋調査隊 ５年生 海洋教育科、学級活動 

6. 多喜っ子 海洋守り隊 ６年生 海洋教育科 

取り組みの概要 

１ 活動のねらい 

本校は、世界で唯一、塩田施設を有し、「塩の学習館」において、「塩作り体験」を行うことができる。

このような施設や多喜浜塩田の文化遺産を核にして、本校を新居浜市の「ふるさと学習」の拠点として位

置付け、学習活動を展開する。様々な学習活動を通して、地域の文化遺産を未来に伝える意義や方策、ま

た多喜浜塩田の歴史と海とのつながりや海洋環境保全について学び、学習の内容や成果を積極的に発信

し、保護者、地域と連携して持続可能な社会の担い手を育てる。 

 

２ 実施内容 

（１）うみのいきものとなかよし 

 身近な海や海の生き物への興味・関心を高めるために、校区の海の生き物と触れ合っ

たり、水族館で近海の生き物を観察したりするとともに、漁師の方の話を聞いたり、海

に囲まれた島の暮らしを知ったりする。そして、それらをまとめ、発表する。 

 

（２）海の生き物を調べよう！ 

 身近な海の生き物や環境への興味・関心を高めるために、多喜浜の海や瀬戸内海に生息する海の生き物

を観察したり、触れ合ったりするとともに、多喜浜漁港の様子を見学したり、多喜浜の海で獲れる魚を調

べたりする。そして、見付けた海の生き物について振り返り、児童同士で共有させる。 

 

（３）海からのおくり物 

海と自分たちがつながっていることに気付き、海から多くの恵みを受けていることを

理解するために、多喜浜の海の生き物や海に関わる人たちと接したり、海の生き物が姿

を変えている身の回りの食品を調べたりする。 

（４）海のめぐみ 多喜浜塩つくり隊 
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多喜浜の海や生き物を観察したり、多喜浜塩田について調べたり、塩作りを体験したりする。また、昔

から継承されている伝統ある塩田や先人の苦労について調べ、学習したことをまとめて発表する。 

 

（５）多喜っ子海洋調査隊 

 多喜浜の海や瀬戸内海に生息する生き物や植物を観察する。また、多喜浜の海

岸の環境について調べ、流れ着くごみの種類や様子についてまとめて発表する。 

 

（６）多喜っ子 海洋守り隊 

 実際に近郊の海に出向き、生息する生き物を観察する。また、海と関わる仕事をしている方の話を聞い

たり、水産物や海洋環境について調べたりする。そして、学習したことをまとめて発表する。 

 

４ 成果と課題 

（１）成果 

 ・ 様々な体験活動を通して、海に親しみをもち、海の生き物への興味・関心を高めることができた。 

 ・ 地域が大切にしている塩田文化のもととなる「海」に直にふれることを通して、その楽しさや資源

の豊富さなどの魅力を感じることができた。 

・ 海洋ゴミの存在を知ることで、自分たちの生活を見直すきっかけとなった。 

・ 「かしょい（助け合い）」の精神が生まれた背景を知り、自分たちの生活の中に「かしょい（助け 

合い）」を目標として取り入れようと考えるようになった。また、塩田文化を後世に伝えるために地 

域の方々が努力されていることに気付くことができた。 

 

（２）課題 

・ 海洋調査等専門性が高い内容があるため、外部機関や地域との連携が不可欠である。 

・ コロナ禍で体験活動の実施が困難であったため、児童の意欲付けが難しかった。今年度実施できな 

かった活動も含め、次年度への校内での引継ぎを確実に行う必要がある。 

 ・ 調べたり体験したりしたことを伝える場面において、しっかりと自分の思いや考えを伝える表現力 

の育成に努めたい。 
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多喜浜小学校 第１学年 「海っこタイム」年間指導計画 

 

学期 時数 ねらい 学習内容・学習活動 

１ 

学 

期 

１ 「海っこタイム」のねらいを知り、これか

らの学習への意欲を高める。 

「海っこタイム」のねらいを確認し、これ

からの学習の流れをつかむ。 

２ ・海や海の生き物に関心を持たせる。 

・礒活動での注意事項を理解し、安全に気

を付けて活動させる。 

校区にある黒島海浜公園へ行き、総合科学

博物館博物館の専門学芸員の方と一緒に海

洋生物の観察を行う。 

１ ・清掃作業を通して、海ゴミの実態に気づ

くとともに、海を守る気持ちを持たせる。 

班別に分担場所を決めて、黒島海浜公園の

清掃を行う。 

４ ・海に関する展示に興味を持たせる。 

・様々な生き物を知る。 

総合科学博物館へ行き、施設内を見学した

り、話を聞く。 

２ 

学 

期 

２ ・海の生き物や海に興味を持たせる。 

・海の生き物様子を知る。 

多喜浜漁港に行き、漁師の方と交流する。 

６ ・四国周辺の海の様子を知る。 四国水族館へ行き、海洋生物の生態を観察

する。 

４ ・交流を通して、郷土への愛情を深める。 

・海とともに生活している様子を知り、海

への関心を高める。 

渡海船に乗って大島へ行き、地域の方と交

流する。 

３ 

学 

期 

４ ・学んだことや楽しかった気持ちをまとめ

る中で、海への関心を高める。 

学んだことや、楽しかった気持ちを振り返

り、まとめたことを発表する。 
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多喜浜小学校 第２学年 「海っこタイム」年間指導計画 

 

学期 時数 ねらい 学習内容・学習活動 

１ 

学 

期 

１ 「海っこタイム」のねらいを知り、これか

らの学習への意欲を高める。 

「海っこタイム」のねらいを確認し、これ

からの学習の流れをつかむ。 

２ ・海や海の生き物に関心を持たせる。 

・礒活動での注意事項を理解し、安全に気

を付けて活動させる。 

校区にある黒島海浜公園へ行き、総合科学

博物館博物館の専門学芸員の方と一緒に海

洋生物の観察を行う。 

１ ・清掃作業を通して、海ゴミの実態に気づ

くとともに、海を守る気持ちを持たせる。 

班別に分担場所を決めて、黒島海浜公園の

清掃を行う。 

４ ・海に関する展示に興味を持たせる。 

・様々な生き物を知る。 

総合科学博物館へ行き、施設内を見学した

り、話を聞く。 

２ 

学 

期 

２ ・海の生き物や海に興味を持たせる。 

・海の生き物様子を知る。 

多喜浜漁港に行き、漁師の方と交流する。 

６ ・四国周辺の海の様子を知る。 四国水族館へ行き、海洋生物の生態を観察

する。 

４ ・交流を通して、郷土への愛情を深める。 

・海とともに生活している様子を知り、海

への関心を高める。 

渡海船に乗って大島へ行き、島を散策した

り、地域の方と交流する。 

３ 

学 

期 

２ ・学んだことや楽しかった気持ちをまとめ

る中で、海への関心を高める。 

学んだことや、楽しかった気持ちを振り返

り、まとめたことを発表する。 
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多喜浜小学校 第３学年 「海っこタイム」年間指導計画 

 

学期 時数 ねらい 学習内容・学習活動 

１ 

学 

期 

１ 「海っこタイム」のねらいを知り、これか

らの学習への意欲を高める。 

「海っこタイム」のねらいを確認し、これ

からの学習の流れをつかむ。 

２ ・海や海の生き物に関心を持たせる。 

・礒活動での注意事項を理解し、安全に気

を付けて活動させる。 

校区にある黒島海浜公園へ行き、総合科学

博物館博物館の専門学芸員の方と一緒に海

洋生物の観察を行う。 

１ ・清掃作業を通して、海ゴミの実態に気づ

くとともに、海を守る気持ちを持たせる。 

班別に分担場所を決めて、黒島海浜公園の

清掃を行う。 

４ ・海に関する展示に興味を持たせる。 

・様々な生き物を知る。 

総合科学博物館へ行き、施設内を見学した

り、話を聞く。 

２ 

学 

期 

４ ・海に興味を持ち地域の方と交流する。 

・海の様子について知る。 

地元の垣生海岸へ行き、地域の方と交流す

る。 

６ ・四国周辺の海の様子を知る。 四国水族館へ行き、海洋生物の生態を観察

する。 

５ ・海から受けている恵みについて調べたり

考えさせる。 

・海から多くの恩恵を受けていることを理

解させる。 

かまぼこ工場を見学し、海で取ることがで

きるものがどのような食品に姿を変えてい

るかを学ぶ。 

３ 

学 

期 

５ ・学んだことをまとめ、海を守っていこう

とする意識を持たせる。 

学んだことをまとめ、発表する。 
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多喜浜小学校 第４学年 「海っこタイム」年間指導計画 

 

学期 時数 ねらい 学習内容・学習活動 

１ 

学 

期 

１ 「海っこタイム」のねらいを知り、これか

らの学習への意欲を高める。 

「海っこタイム」のねらいを確認し、これ

からの学習の流れをつかむ。 

２ ・海や海の生き物に関心を持たせる。 

・礒活動での注意事項を理解し、安全に気

を付けて活動させる。 

校区にある黒島海浜公園へ行き、総合科学

博物館博物館の専門学芸員の方と一緒に海

洋生物の観察を行う。 

１ ・清掃作業を通して、海ゴミの実態に気づ

くとともに、海を守る気持ちを持たせる。 

班別に分担場所を決めて、黒島海浜公園の

清掃を行う。 

４ ・海に関する展示に興味を持たせる。 

・様々な生き物を知る。 

総合科学博物館へ行き、施設内を見学した

り、話を聞く。 

４ ・「海の豊かさを守ろう」の目標について

自分にできることを考えさせる。 

ＳＤＧｓ１４の目標について自分にできる

ことを考え、ポスターや新聞を描く。 

２ 

学 

期 

４ ・海に興味を持ち地域の方と交流する。 

・海の様子について知る。 

地元の垣生海岸へ行き、地域の方と交流す

る。 

２ ・塩の作り方を知り、海の大切さに気づか

せる。 

塩作りについて話を聞いたり、体験する。 

６ ・四国周辺の海の様子を知る。 四国水族館へ行き、海洋生物の生態を観察

する。 

３ 

学 

期 

７ ・学んだことをまとめ、海を守っていこう

とする意識を持たせる。 

学んだことをまとめ、発表する。 
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多喜浜小学校 第５学年 「海っこタイム」年間指導計画 

 

学期 時数 ねらい 学習内容・学習活動 

１ 

学 

期 

１ ・「海っこタイム」のねらいを知り、これ

からの学習への意欲を高める。 

「海っこタイム」のねらいを確認し、これ

からの学習の流れをつかむ。 

４ ・海や海の生き物に関心を持たせる。 

・礒活動での注意事項を理解し、安全に気

を付けて活動させる。 

校区にある黒島海浜公園へ行き、総合科学

博物館博物館の専門学芸員の方と一緒に海

洋生物の観察を行う。 

１ ・清掃作業を通して、海ゴミの実態に気づ

くとともに、海を守る気持ちを持たせる。 

班別に分担場所を決めて、黒島海浜公園の

清掃を行う。 

６ ・大三島に生息する生き物の種類や数を観

察し、地元の海との共通点や違いに気づか

せる。 

大三島の海岸へ行き、総合科学博物館の専

門学芸員の方と海洋生物の観察を行い、多

喜浜の海と比較する。 

２ 

学 

期 

６ ・四国周辺の海の様子を知る。 四国水族館へ行き、海洋生物の生態を観察

する。 

５ ・学習したことを効果的にまとめる。 調べて分かったことや身近な海の環境問題

についてテーマを決めてまとめる。 

３ 

学 

期 

６ ・学習したことを伝えあうことを通して、

海洋の環境保全や海との共生について考

え、自ら行動できる意識を持たせる。 

学習を振り返り、身近な海の環境問題につ

いて、自分たちの考えをまとめ、発表す

る。 
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多喜浜小学校 第６学年 「海っこタイム」年間指導計画 

 

学期 時数 ねらい 学習内容・学習活動 

１ 

学 

期 

１ ・「海っこタイム」のねらいを知り、これ

からの学習への意欲を高める。 

「海っこタイム」のねらいを確認し、これ

からの学習の流れをつかむ。 

４ ・海や海の生き物に関心を持たせる。 

・礒活動での注意事項を理解し、安全に気

を付けて活動させる。 

校区にある黒島海浜公園へ行き、総合科学

博物館博物館の専門学芸員の方と一緒に海

洋生物の観察を行う。 

１ ・清掃作業を通して、海ゴミの実態に気づ

くとともに、海を守る気持ちを持たせる。 

班別に分担場所を決めて、黒島海浜公園の

清掃を行う。 

６ ・荷内の海岸に生息する生き物を観察し、

身近な海の様子を知り、海を取り巻く環境

問題に気づかせる。 

荷内海岸へ行き、総合科学博物館の専門学

芸員の方と海洋生物の観察を行い、身近な

海の環境問題を考える。 

２ 

学 

期 

６ ・切抜の海岸に生息する生き物を調査し、

その種類や生息数を通して、海の様子を知

り、近隣の海岸と比較させる。 

切抜の海へ行き、総合科学博物館の専門学

芸員の方と海洋生物の観察を行い、地域の

海の環境問題を考える。 

６ ・四国周辺の海の様子を知る。 四国水族館へ行き、海洋生物の生態を観察

する。 

３ 

学 

期 

５ ・学習したことを伝えあうことを通して、

海洋の環境保全や海との共生について考

え、自ら行動できる意識を持たせる。 

学習を振り返り、身近な海の環境問題につ

いて、自分たちの考えをまとめ、発表す

る。 
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学校名 愛媛県新居浜市立多喜浜小学校 

授業者 今村 知子 

1.  単元計画 

1-1.  単元名 

うみのいきものとなかよし 

1-2.  学年 

第１学年 

1-3.  教科（単元を実施する教科を全てお書きください） 

海洋教育科、国語科、図画工作科 

1-4.  単元の概要 

 身近な海や海の生き物への興味・関心を高めるために、校区の海の生き物と触れ合った

り、水族館で近海の生き物を観察したりするとともに、漁師の方の話を聞いたり、海に囲

まれた島の暮らしを知ったりする。そして、それらをまとめ、発表する。 

1-5.  単元設定の理由・ねらい 

本校は、校区に海や山を有し、自然豊かな場所にある。児童たちは、虫捕りをしたり、木

の実や落ち葉を拾ったりして自然の中で楽しく遊んでいる。しかし、海の生き物について

は、直接触れたり、名前や特徴を知っていたりする児童は多くない。 

そこで、まず、校区内の海岸に行き、干潟に住む生き物と触れ合い、海の生き物に興味を

もたせたい。次に、四国水族館に行き、四国周辺の海に住む生き物の様子を、間近で観察さ

せたい。そして、多喜浜漁港で獲れた魚を見たり、大島交流センターで海に囲まれた大島の

自然や暮らしについての話を聞いたりして、海と共に生活している様子を知らせたい。さ

らに、国語科「うみのかくれんぼ」の学習を受けて、どんな海の生き物がどのようにして隠

れているかを、今までの活動を想起させながら、図書を使って調べ、発表させる。いろいろ

な体験活動を通して、海に親しみをもち、海の生き物への興味・関心を高めたいと考え、本

単元を設定した。 

1-6.  育みたい資質や能力、態度 

海の生き物に触れ合う活動を通して、海の生き物への興味・関心を高めたい。また、体験

したことや楽しかった気持ちをまとめ、発表する活動を通して、自分の考えを分かりやす

く伝える力を育みたい。 
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1-7.  単元の展開（全２０時間） 

時

数 
学習活動・主な内容 

教師の指導 / 主な評価 

外部連携 / 使用教材等 

４ 

・ 荷内海岸へ行き、総合科学博物館の 

専門学芸員の方と一緒に海の生き物

と触れ合う。 

【主】海の自然に親しみ、進んで海や海の 

生き物に関心をもつ。 

【知・技】磯活動での注意事項を理解し、 

安全に気を付けて活動することができ 

る。 

外部連携…愛媛県総合科学博物館 

６ 

・ 四国水族館に出掛け、四国周辺の海 

 の様子を知り、海の生物への関心を高

める。 

【主】海の生き物や海の様子に興味をも 

ち、楽しんで見学する。  

【知・技】四国周辺の海の様子を知ること 

ができる。  

２ 

・ 多喜浜漁港に行き、漁師の方から海 

や魚に関する話を聞いたり、魚を見た

りする。 

【主】海の生き物や海に興味をもち、楽 

しんで見学する。      

【知・技】黒島周辺の海の様子を知るこ 

とができる。       

 

 

４ 

 

・ 地域の方が利用する渡海船に乗っ 

て大島交流センターに行き、所長から

海に囲まれた大島の自然や暮らしに

ついて、話を聞く。 

【主】海の自然に親しみ、関心をもって 

島の生活についての話を聞く。              

【知・技】海の様子や海と共に生活して 

いる様子を知ることができる。  

 

 

４ 

 

・ どんな海の生き物がどのようにして 

隠れているか、今までの体験活動を想

起させながら、図書を使って調べる。 

・ これまでの活動で、学んだことや、  

楽しかったことを振り返り、まとめた

ことを集会で発表する。 

【主】海洋教育の学習を通して、海と関 

わり、海を大切にしようとする気持ち 

をもつ。               

【知・技】1年間学習したことを、わか 

りやすく発表することができる。  
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2.  学習活動の実際 

導入：国語科「うみのかくれんぼ」の学習内容を振り返る。 

活動：海の生き物の隠れ方について図書を使って調べる。 

まとめ：どんな海の生き物が、どのようにして隠れているかを発表する。 

2-1.  単元における位置づけ 

単元 ２０ 時間中の １７，１８ 時間目  

2-2.  本時の目標 

 海の生き物の隠れ方を進んで調べることを通して、海や海の生き物への関心を高めるこ

とができる。 

2-3.  本時の展開 

主な学習活動 / 反応 教師の指導・支援 / 評価の視点（方法） 

１ 国語科「うみのかくれんぼ」での学習

内容を振り返る。 

・ はまぐりは、すなにもぐって隠れる。 

・ たこは、まわりとおなじいろに、から   

 だのいろをかえて隠れる。 

・ もくずしょいは、かいそうをからだ 

 につけて隠れる 

２ 他のかくれんぼする海の生き物につい

て、話し合う。 

・ やどかりは、すなの中に隠れていた。 

・ かには、いしの下に、隠れていた。 

３ 本を使って調べる。 

・ かれいは、まわりのすなとおなじい

ろにからだのいろをかえて、隠れる。 

・ くまのみは、いそぎんちゃくの中に

隠れる。 

・ おうぎがには、いしにそっくりだか

ら、いしのそばに隠れる。 

 ・ 隠れえびは、からだがとうめいでめ

だたない。 

４ 調べて分かったことを発表する。 

 

・ 海の生き物が、どのようにして隠れて

いたか、国語科での学習内容を振り返ら

せる。 

・ 「もぐる」「色を変える」「体に付けて隠

れる」など、隠れ方に着目させる。 

 

 

 

・ 荷内海岸で見つけた海の生き物の様子 

を想起させる。 

 

 

 

・ 「うみのかくれんぼ」や「海の生きもの 

のかくれんぼ」等の図書から、どんな生

き物が、どのようにして隠れているかを

調べさせる。 

・ 調べて分かったことをワークシート  

に絵や文でまとめさせる。 

【主】海の生き物の隠れ方に関心をもち、

進んで調べている 

（観察・ワークシート） 
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【思・判・表】調べたことを分かりやすく発

表することができる。 

（観察・ワークシート） 

3.  今回の活動の自己評価 

・ ヤドカリやカニを初めて自分の手で捕まえた児童もいて、どの児童も楽しく体験活動 

 に取り組むことができた。 

・ 国語科の学習を受けて、海洋教育科で調べ学習に取り組んだり、観察した海の生き物  

 を図工作品で表したりして、他教科と関連付けて取り組むよう心掛けた。 

・ 科学博物館の協力を得たことで、その場で、すぐに児童の質問や感想に答えていただ

くことができた。 

4.  今後の課題 

・ いろいろな体験活動に取り組むことができたが、日程が離れていたので、次の活動に取

り組む直前に、前の活動を振り返っておく必要がある。 

・ 海の生き物を中心に進めてきたが、それを取り巻く海にも目を向けさせ、視野を広げて

学習させることが望ましい。 

5.  本学習内容報告書活用にあたっての留意点 

・ 生き物と触れ合い親しめる時間を十分に確保すること。 
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学校名 愛媛県新居浜市立多喜浜小学校 

授業者 浅野 里実 

1.  単元計画 

1-1.  単元名 

海の生き物を調べよう 

1-2.  学年 

第２学年 

1-3.  教科（単元を実施する教科を全てお書きください） 

海洋教育科 

1-4.  単元の概要 

身近な海の生き物や環境への興味・関心を高めるために、多喜浜の海や瀬戸内海に生息

する海の生き物を観察したり、触れ合ったりするとともに、多喜浜漁港の様子を見学した

り、多喜浜の海で獲れる魚を調べたりする。そして、見付けた海の生き物について振り返

り、児童同士で共有させる。 

1-5.  単元設定の理由・ねらい 

 本校は、海や山に囲まれた自然豊かな小学校である。児童たちは恵まれた環境の中、伸び

伸びと過ごしている。しかし、自然や生き物などに親しみをもっているものの、身近な海の

生き物を知ったり、触れ合ったりする経験がある児童は多くはない。 

 そこで、まず、校区内の海岸に生き物を探しに行った経験を振り返り、海の生き物につい

て調べたいと考える。次に、四国水族館に行き、身近な海にどのような生き物がいるのか、

どのような場所に生息しているのかなど、実際に見て学ばせたい。さらに、校区にある大島

に行き、大島に生息する海の生き物を見たり、漁師の方に大島での生活や獲れる魚、仕事な

どについて聞いたりすることで、身近な海に生息する様々な生き物や環境に対する興味・

関心を高めたいと考え、本単元を設定した。 

1-6.  育みたい資質や能力、態度 

 海の生き物に関わる様々な場所に行き、見たり聞いたりする活動を通して、海の生き物

への興味・関心を高めたい。また、児童たちが学んだことをまとめ、発表する活動を通し

て、自分の考えを分かりやすく伝える力を育みたい。 
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1-7.  単元の展開（全１７時間） 

時

数 
学習活動・主な内容 

教師の指導 / 主な評価 

外部連携 / 使用教材等 

１ 

・ 荷内海岸での活動を振り返り、海

の生き物について調べる計画を立

てる。 

・ これまでの児童自身と海の生き物との関 

わりを振り返ることで、活動への動機付け

を行う。 

【思・判・表】これまでの経験を振り返り、 

海にどのような生き物が生息しているの 

かを考えることができる。 

外部連携…愛媛県総合科学博物館 

２ 

・ 海にはどのような生き物がいる

のかを調べる。 

・ 海にはどのような生き物が生息している 

のかを調べることで、様々な種類の海の生 

き物を見付けることができるようにする。 

【主】海の生き物に対する関心をもち、進ん 

で海の生き物について調べる。 

６ 

・ 四国水族館に行き、海の生き物を

観察したり、触れ合ったりする。 

・ 調べた海の生き物を思い出しながら、四 

国周辺の海の生き物と比べ、生息する場所 

の違いに気付くことができるようにする。 

【主】どのような海の生き物がいるのか、ど 

のような環境に生息しているのかを見付 

けようとする。 

６ 

・ 多喜浜漁港に行き、漁師の仕事や

獲れる魚についての話を聞いた

り、インタビューをしたりする。 

  

・ 漁師の方へインタビューをすることで、 

これまで児童が見たり調べたりした事柄 

と身近な海の実際の様子を結び付けられ 

るようにする。 

【知・技】これまで調べたことをもとに質問 

を考え、漁師の方へインタビューをするこ 

とができる。 

【思・判・表】学習を通し、見付けたことや 

分かったことについて振り返ることがで 

きる。 

２ 

・ これまで学習したことを振り返

り、見付けたことを児童同士で共

有する。 

・ 見付けた海の生き物について振り返り、 

児童同士で共有させることで、海の生き物 

に親しもうとする心情を高める。 

【思・判・表】これまでの学習を振り返り、 

自分の考えを友達に伝えることができる。 
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2.  学習活動の実際  

導入：知っている海の生き物について話し合う。 

活動：図書などで調べたり、四国水族館や多喜浜漁港に行ったりして、海の生き物や生息す 

る環境について知る。 

まとめ：活動を通して、知ったことを話し合って共有する。 

2-1.  単元における位置づけ 

単元 １７ 時間中の １２，１３，１４，１５ 時間目  

 

2-2.  本時の目標 

 多喜浜漁港に行き、漁師の方の話を聞いたり、実際に魚に触れたりすることで、身近な

海の生き物や海に関わる人の仕事について知ることができる。 

2-3.  本時の展開 

主な学習活動 / 反応 教師の指導・支援 / 評価の視点（方法） 

１ 多喜浜漁港に行く目的を確認する。 

 

２ 多喜浜漁港の漁師の方へインタビュー 

をする。 

・ どんな魚がとれるのかな。 

・ 取った魚はどうするのかな。 

・ 季節によってとれるものはちがうの

かな。 

・ どんな仕事をしているのかな。 

３ 多喜浜漁港でとれる魚について、漁師 

の方から話を聞く。 

・ いろんな魚がとれるのだな。 

・ 知っている魚がいたよ。 

・ 知らない魚がたくさんいたよ。 

・  

４ インタビューしたことや漁師の方から 

の話を振り返る。 

・ 大島ではたくさんの魚がとれるよ。 

・ 漁師さんの仕事は大変だな。 

・ 季節によってとれる魚はちがうよ。 

 

 

・ 考えてきた質問をもとに、インタビュ 

ーをさせる。 

【知・技】漁師の方に自分が考えたことを 

質問し、分かったことをメモに取ること 

ができる。   （観察・ワークシート） 

 

 

・ 多喜浜漁港で獲れる魚を見たり、触っ 

たりさせる。 

・ どのような場所でどのような魚が獲れ 

るのか話してもらい、魚が獲れる環境に 

目を向けられるようにする。 

 

 

【思・判・表】学習を通し、見付けたことや 

分かったことについて振り返ることがで 

きる。        （ワークシート） 
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3.  今回の活動の自己評価 

・ 図書で調べ学習を行うだけでなく、四国水族館に行って実際に海の生き物を見ること

で児童の海の生き物への興味・関心を高めることができた。 

・ 泳ぐスピードなどにも着目して観察している児童もおり、様々な視点から海の生き物

を知ることができた。 

・ 児童が見付けたことを共有する際、見た魚を発表するだけになってしまったため、魚

の様子なども共有できるように工夫するとよかった。 

4.  今後の課題 

・ さらに学びを深めるには、調べたり、見たりする活動だけでなく、海に関わる人に話を

聞く活動をもっと多く取り入れる必要がある。 

・ 今回は、海の生き物に親しみをもち、知ることをねらいとして活動を行った。これから

は、海についてより広い視野で学んでいくために、海の生き物とそれを取り巻く環境にも

目を向けられるような工夫が必要である。 

5.  本学習内容報告書活用にあたっての留意点 

・ 学習したいことなどを漁港で働いている人と打合せを行うこと。 

・ 季節によって海の状況が異なるので、時期を考慮して学習を進めていくこと。 
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学校名 愛媛県新居浜市立多喜浜小学校 

授業者 今村 友萌 

1.  単元計画 

1-1.  単元名 

海からのおくり物 

1-2.  学年 

第３学年 

1-3.  教科（単元を実施する教科を全てお書きください） 

海洋教育科、国語科 

1-4.  単元の概要 

海と自分たちがつながっていることに気付き、海から多くの恵みを受けていることを理

解するために、多喜浜の海の生き物や海に関わる人たちと接したり、海の生き物が姿を変

えている身の回りの食品を調べたりする。 

1-5.  単元設定の理由・ねらい 

多喜浜地域は昔、別子銅山と並んで新居浜市の産業を支えてきた多喜浜塩田ゆかりの地

である。そのため、児童たちは、塩田のカルタで遊んだりする中で多喜浜に塩田があったこ

とは知っている。しかし、「海」との直接的な関わりは意外に少なく、海での活動体験も乏

しいことが分かった。 

３年生は、国語科「すがたをかえる大豆」を学習し、大豆が加工されて様々な食品に変化

していることを知っている。また、給食に大豆が姿を変えた食品が出ると、意欲的に見付け

るなど、食について関心を示すようになった。 

そこで、海の生き物や海に関わる人たちにインタビューしたり図書などで調べたりする

活動を通して、海の生き物が加工されて身近にある様々な食品に姿を変えていることを理

解させたい。さらに、食の観点から海と自分たちがつながっていることに気付き、私たちが

海の恵みを受けていることを理解させたいと考え、本単元を設定した。 

1-6.  育みたい資質や能力、態度 

 様々な体験活動や海の生き物が姿を変えている身の回りの食品を調べることを通して、

海と自分たちがつながっていることに気付くと共に、海から多くの恵みを受けていること

を知り、海を大切にしようとする態度を養いたい。また、調べたことをまとめて発表する

ことを通して、分かりやすく伝える力を育みたい。 
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1-7.  単元の展開（全２０時間） 

時数 学習活動・主な内容 
教師の指導 / 主な評価 

外部連携 / 使用教材等 

４ 

・ 荷内海岸へ行き、総合科学博物館 

 の専門学芸員の方と一緒に海洋生

物の観察を行う。 

・ 外部講師と連携を図り、児童が様々な 

観点から海と触れ合うことができるよ 

うにする。 

【主】海の様子に関心をもち、進んで海や 

海の生き物に親しむ。 

【知・技】磯活動での注意事項を理解し、 

安全に活動することができる。 

外部連携…愛媛県総合科学博物館 

３ 

・ 四国水族館へ行き、太平洋や瀬戸 

内海等、四国周辺の海の様子を知る

と共に、海の生き物に親しむ。 

【主】海の生き物や海の様子に興味をも 

ち、楽しんで見学する。 

【知・技】四国周辺の海の様子を知ること 

ができる。 

３ 

・ 自分たちが海からどのような恵 

みを受けているかを考える。 

・ 地域の漁師さんに、どのような魚 

を取っているのか話を聞く。 

・ 聞きたいことをまとめさせておき、主 

体的にインタビューや観察ができるよ 

うにする。 

【主】海から受けている恵みについて関心 

をもち、進んで調べたり考えたりする。 

【知・技】私たちが海から多くの恵みを受 

けていることを理解することができる。 

５ 

・ 蒲鉾工場を見学し、蒲鉾がどのよ 

うな食材から作られているかを学

習する。 

 

・ 観察の目的や自分が解決しようとす 

る課題をもたせて見学に向かわせる。 

【主】意欲的に見学をしたり質問をしたり 

して、自分の課題を解決しようとする。 

【知・技】蒲鉾が魚からできていることを 

理解することができる。 

５ 

・ 海で取ることができるものが加 

工された他の食品について調べ、発

表し合う。 

 

【主】海から受けている恵みについて関心 

をもち、進んで調べたり考えたりする。 

【思・判・表】調べたことを自分なりの表 

現でまとめたり発表したりすることが 

できる。 
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2.  学習活動の実際 

導入：国語科「すがたをかえる大豆」の学習内容を振り返る。 

活動：海の生き物がどのように食べ物にすがたをかえているかを調べる。 

まとめ：どのような食べ物があったのか、発表する。 

2-1.  単元における位置づけ 

単元 ２０ 時間中の １６，１７ 時間目  

2-2.  本時の目標 

 海の生き物が姿を変えている身の回りの食品を調べることができる。 

2-3.  本時の展開 

主な学習活動 / 反応 教師の指導・支援 / 評価の視点（方法） 

１ 国語科「すがたをかえる大豆」での学

習内容を振り返る。 

・ 大豆に手を加えると、豆腐やみそ、し

ょうゆなどの食品に姿を変えていた。 

・ 手を加えると、いろいろな食品に姿  

 を変えていた。 

 

２ 海の生き物で、姿を変えている食べ物

には何があるか、予想する。 

・ 蒲鉾や、海苔などがある。 

 

３ 本を使って調べる。 

・ 蒲鉾以外にも、海の生き物に手が加 

えられ、他の食品に姿をかえているも

のがたくさんある。 

 

 

 

 

４ 調べて分かったことを発表する。 

・ 海の生き物の中にも、手を加えられ

ると身の回りの食品に姿を変えている

ものがあることがある。 

・ 国語科での学習内容を振り返らせる。 

・ 「ゆでる」など、手を加える言葉に着目 

させる。 

 

 

 

 

・ スーパーマーケットに並んでいる食品 

を思い起させ、視点を広げさせる。 

 

 

・ 図書室にある、「すがたをかえる食べ 

物」や、「海の生きものからできる食べ物」 

に関する本から、どのように姿をかえて 

いるかを簡単な手順表にまとめさせる。 

【主】海から受けている恵みについて関心 

をもち、進んで調べたり考えたりしてい 

る。      （観察・ワークシート） 

 

【思・判・表】調べたことを自分なりの表現 

でまとめたり発表したりすることができ 

る。      （観察・ワークシート） 
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3.  今回の活動の自己評価 

・ すがたを変える食品について、口頭での確認になってしまったので、学習内容の振り 

返りが浅くなってしまった。 

・ 手を加えられることで、ちがう食品に姿を変えていた事例を確認するために、国語の

教科書を開いて振り返る必要がある。 

・ 国語科で学習しているため、より発展的な内容を調べるということで、調べる目的が

明確であり、子どもたちは意欲的に取り組むことができた。 

・ 使った図書が「食材がどのように手を加えられているのか」が分かりやすく書かれて

いたため、児童は意欲的に調べ学習を行うことができた。 

4.  今後の課題 

・ 今回は、手を加えて姿が変わっていく様子がわかりやすい図書を使用したが、数に限り 

がある。そのため、インターネットなどを活用して調べ学習を進めていく必要がある。 

5.  本学習内容報告書活用にあたっての留意点 

・ 工場見学ができる施設を確保すること。 

・ 調べ学習を行う時の、図書の確保、ホームページの確認などをしておくこと。 

 

i13056
タイプライターテキスト
30



 

学校名 愛媛県新居浜市立多喜浜小学校 

授業者 教諭 元山 佐弥香 

1.  単元計画 

1-1.  単元名 

海のめぐみ 多喜浜塩つくり隊 

1-2.  学年 

第４学年 

1-3.  教科（単元を実施する教科を全てお書きください） 

海洋教育科、社会科、総合的な学習の時間 

1-4.  単元の概要 

多喜浜の海や生き物を観察したり、多喜浜塩田について調べたり、塩作りを体験したりす

る。また、昔から継承されている伝統ある塩田や先人の苦労について調べ、学習したことを

まとめて発表する。 

1-5.  単元設定の理由・ねらい 

多喜浜地域は昔、別子銅山と並んで新居浜市の産業を支えてきた多喜浜塩田ゆかりの地

である。しかし、この地域が塩田で栄えたという面影は、表向きには見られない。塩田に関

わって生きた人々の伝承や、塩田資料館、ソルティ多喜浜などの施設を通して、それらを思

い起こしながら学習するのが現状である。 

そこで、社会科の郷土を知る学習の中で多喜浜塩田について学ぶと共に、総合的な学習の

時間に多喜浜塩田の史跡などについても調べる。それらの学習と関連させながら、塩作り

や地域で継承されている多喜浜塩田の道具について詳しく調べることを通して、海がかつ

てこの地にもたらした恵みに興味をもち、塩の元である海などの見学や塩作り体験を行い

ながら、海洋保全の必要性や大切さに気付かせたいと考え、本単元を設定した。 

1-6.  育みたい資質や能力、態度 

様々な体験活動を通して、海に対する豊かな感受性を培い、海の自然に親しもうとする

心情を育てたい。また、塩田について調べまとめる活動を通して、塩の元である海に関心

をもち、環境保全の必要性に気付くとともに、的確な情報発信を行うなどの伝える力を育

みたい。 
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1-7.  単元の展開（全１９時間） 

時

数 
学習活動・主な内容 

教師の指導 / 主な評価 

外部連携 / 使用教材等 

２ 

・ 塩田資料館を訪れ、DVD を鑑賞した

り、多喜浜塩田の道具等の展示を見学

したりする。 

 

 

・ 地域の方から説明を聞いたり、実物を 

見たりすることで、興味をもたせる。 

【主】多喜浜塩田に興味をもち、進んでメ 

モをする。 

【知・技】多喜浜塩田で使われていた道具 

等や当時の様子を知ることができる。 

６ 

・ 多喜浜塩田について学び、詳しく知

りたいことについて図書資料やイン

ターネットなどで調べる。 

 

・ 調べたいテーマを決めさせ、図書資料 

やインターネットを活用させる。 

【主】多喜浜塩田について、進んで調べる。 

【知・技】時代とともに塩田の仕組みが変 

化したことや当時の人々の苦労などに 

ついて詳しく知ることができる。 

２ 

・ 地域の方と垣生漁港へ行き、かん水

の元である海水を汲む。海水を持ち帰

り、校内施設の流下盤に流し、かん水

を作る工程を観察する。 

・ どこから海水を汲み上げているか着 

目させる。 

【主】海の様子に興味をもち、地域の方と 

楽しく交流する。 

【知・技】海の様子について知ることがで 

きる。 

２ 

・ 地域の方から塩作りについて話を聞

き、塩作りを体験する。 

・ 持ち帰った海水からできたかん水を 

用いて塩作りをすることで、海の恵みに

気付かせる。 

【主】塩作りに興味をもち、進んで取り組 

む。 

【知・技】塩の作り方を知り、海の大切さ 

に気付くことができる。 

７ 

・ 多喜浜塩田や塩作りについて調べ、

分かったことや海の様子について、グ

ループごとにまとめて発表する。 

・ 塩作りから海洋保全の必要性に気付

き、海を守っていこうとする気持ちを高

めることができるようにする。 

【思・判・表】「海っこタイム」で学習し 

たことを、効果的にまとめることができ 

る。 
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2.  学習活動の実際 

導入：塩のもととなるかん水はどこからやってくるのか予想する。 

活動：垣生漁港で、海水汲み体験をしたり、ソルティ多喜浜を見学したりする。 

まとめ：次回の活動へ意欲付けをする。 

2-1.  単元における位置づけ 

単元 １９ 時間中の ９，１０ 時間目  

2-2.  本時の目標 

・ 垣生漁港で、かん水の元となる海水を採取し、海の様子について興味をもつ。 

・ 流下式塩田でのかん水の作り方を見学し、次回の塩作りへ向けて、関心を高めること 

ができる。 

2-3.  本時の展開 

主な学習活動 / 反応 教師の指導・支援 / 評価の視点（方法） 

１ 垣生漁港へ移動する。 

 ・ 垣生漁港はどこにあるのかな。 

２ ポリタンクへ海水を汲む。 

・ 海からポンプで汲み上げている。 

 ・ たくさんの海水を汲んでいる。 

３ 汲み上げている場所（仕組み）を見る。 

 ・ 海の表面の水ではない。 

 ・ 深いところから汲んでいる。 

 ・ 海の表面にはゴミが浮いている。 

 

 

 

４ かん水を学校に持って帰り、ソルティ 

多喜浜に運ぶ。 

 ・ ここでかん水を作っている。 

 ・ ポリタンクがたくさんある。 

５ 流下盤や枝条架を見学し、かん水の作

り方を学ぶ。 

 ・ 流下盤に、たくさんの石を並べてい 

る。 

 ・ 荷内海岸で広い集めた石なんだ。 

 ・ 海水をここに流してかん水を作って 

 

 

・ ホースから出る海水の勢いが強いた

め、しっかりと持つように声掛けをする。 

・ 順番に全員に体験させる。 

・ 海の表面からではなく、深いところか 

らポンプで汲み上げていること、表面に 

ゴミが浮いていることに気付かせる。 

【主】海の様子に興味をもち、地域の方と

楽しく交流している。     （観察） 

【知・技】海の様子について知ることがで 

きる。     （観察・ワークシート） 

 

 

 

 

・ 流下盤に敷き詰めている石の量に、着 

目させる。 

・ かん水の作り方の説明をしっかりと聞

くように促す。 
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いる。 

 ・ 早く塩を作りたいな。 

 

６ 学習のまとめをする。 

 

【主】塩作りについて関心をもつことがで

きる。        （ワークシート） 

・ 次時の活動を知らせ、意欲付けをする。 

3.  今回の活動の自己評価 

・ 垣生漁港の海の様子について興味をもち、海に浮いているゴミに気付くことができた。 

・ 地域の方に協力していただき、専門的な知識を学ぶことで、児童の意欲につながった。 

・ 実際に見学したり体験したりすることで、塩作りへの興味・関心が高まった。 

4.  今後の課題 

・ 屋外での活動の場合、天候による延期が想定されるため、ゆとりある日程調整が必要で

ある。 

・ 地域の方や施設等との連携も不可欠であるため、地域の方への連絡や移動の手配等も

考慮する必要がある。 

・ コロナ禍における暑さ対策等、児童の体調管理にも気を配る必要がある。 

5.  本学習内容報告書活用にあたっての留意点 

・ 天候やコロナ等の特殊な事情により、屋外での活動が制限される場合を考慮すること。 
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学校名 愛媛県新居浜市立多喜浜小学校 

授業者 教諭 宇高 陽子 

1.  単元計画 

1-1.  単元名 

多喜っ子 海洋調査隊 

1-2.  学年 

第５学年 

1-3.  教科（単元を実施する教科を全てお書きください） 

海洋教育科、学級活動 

1-4.  単元の概要 

 多喜浜の海や瀬戸内海に生息する生き物や植物を観察する。また、多喜浜の海岸の環境

について調べ、流れ着くごみの種類や様子についてまとめ、発表する。 

1-5.  単元設定の理由・ねらい 

1-6.  育みたい資質や能力、態度 

 様々な体験活動を通して、海に対する豊かな感受性や関心を培い、海の自然に親しもう

とする心情を育てたい。また、海の環境について調べたりまとめたりする活動を通して、

海の環境保全に主体的に関わろうとする態度を養うとともに、的確な情報発信を行うなど

の伝える力を育みたい。 

 多喜浜地域は昔、別子銅山と並んで新居浜市の産業を支えてきた多喜浜塩田ゆかりの地

である。児童たちはこれまで、多喜浜塩田の歴史を総合的な学習の時間の中でしっかりと

学んできた。このことにより、自分たちにとって、海は切り離すことのできないかけがえの

ないものであると感じている。しかし、そのかけがえのない存在である「海」との直接の関

わりは意外にも少なく、海での活動体験も乏しいことが分かった。 

 そこで、まず、校区内の海岸へ調査に出掛け、海の生き物に触れたり、海と親しんだりす

るとともに、これまでとは違った「海」との関わりをもち、海洋に対する興味・関心を高め

たい。そして、そこから、生き物たちの生息する「海」の環境へと視野を広げていきたい。

さらに、集団宿泊訓練で訪れた大三島の海でも、生き物調査を行うなど様々な活動を通し

て、生き物の多様性や海のつながりなどを体感させ、海洋保全の必要性や大切さに気付か

せたいと考え、本単元を設定した。 
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1-7.  単元の展開（全２１時間） 

時

数 
学習活動・主な内容 

教師の指導 / 主な評価 

外部連携 / 使用教材等 

４ 

・ 荷内海岸へ行き、総合科学博物館の 

専門学芸員の方と一緒に海洋生物の 

観察を行う。 

・ 外部講師と連携を図り、児童が様々な 

観点から海と触れ合うことができるよ 

うにする。 

【主】海の自然に親しみ、進んで海や海の 

生き物に関心をもつ。 

【知・技】磯活動での注意事項を理解し、 

安全に活動することができる。 

外部連携…愛媛県総合科学博物館 

６ 

・ 大三島の海岸で、総合科学博物館の 

専門学芸員の方と一緒に、海洋生物の 

観察を行い、多喜浜の海と比較する。 

・ 生息する生き物から分かる海の状態 

について知る。 

・ 出会った生き物や海の様子について 

新聞にまとめ発表する。 

・ 大三島の海岸に生息する生き物を調 

査し、その種類や生息数に目を向け、多 

喜浜の海との共通点や相違点に気付く 

ことができるようにする。 

【知・技】生息する生き物の種類や個体数 

によって、海の状態を知ることができる 

ことを知り、観察することができる。 

外部連携…愛媛県総合科学博物館 

５ 

・ これまでの学習を振り返る。 

・ 荷内海岸でゴミ拾いを行い、海洋ゴ 

ミの量や種類について調査する。 

・ 海岸の砂を採取し、浮遊物を調査す 

る。 

・ マイクロプラスチックについて知り 

それらを減らすために自分たちがで 

きることを考える。 

・ これまでの調査で分かった各海岸の 

共通点や相違点を確認していく中で、海 

洋ごみの存在に気付くことができるよ 

うにする。 

【知・技】身近な海にも海洋プラスチック 

が存在していることを知ることができ 

る。 

【思・判・表】海洋プラスチックを減らす 

ために自分たちにできることを考える 

ことができる。 

６ 

・ 多喜浜の海洋生物の生息状況等、調 

べて分かったことや、身近な海の環境 

問題について、自分たちの考えをまと 

め、発表する。 

・ 海洋の環境保全や海との共生につい 

て考え、自分たちにできることを実行し 

ていこうとする気持ちを高めることが 

できるようにする。 

【思・判・表】「海っこタイム」で学習し 

たことを効果的にまとめることができ 

る。 
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2.  学習活動の実際 

導 入：海洋調査をして気付いたことや分かったことについて確認する。 

活 動：調査 荷内海岸に打ち上げられている海洋ごみの種類を調べる。 

荷内海岸の砂を採集する。（干潟・波打ち際・丘上） 

    観察 採集した砂を水につけ、浮遊物を採取し観察する。 

まとめ：調査・観察した内容をまとめ、次時の活動へつなげる。 

2-1.  単元における位置づけ 

単元 ２１ 時間中の １２，１３，１４ 時間目  

2-2.  本時の目標 

 荷内の海岸調査を行うことで、海洋ゴミやマイクロプラスチック問題に関心をもち、海

洋環境の保全に対する意識を高めることができる。 

2-3.  本時の展開 

主な学習活動 / 反応 教師の指導・支援 / 評価の視点（方法） 

１ 荷内海岸調査の目的と注意点を確認す 

る。 

 

２ 打ち上げられているゴミの回収を行 

う。 

・ 波打ち際より、丘側にゴミが散乱し 

ている。 

 ・ 波打ち際に、海藻と混ざってプラス 

チック片がたくさん流れ着いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 海岸に打ち上げられているゴミの様子 

や打ち上げられている場所に着目させ 

る。 

・ 目につくゴミがどこにあるのか、それ 

はなぜかを問いかけながら、海岸全体の 

様子に目が向けられるように声掛けをす 

る。 

・ ゴミが無いように見える波打ち際も観 

察するよう促し、目につきにくいが、実 

は、プラスチック片などの細かいゴミが 

多数流れ着いていることに気が付くよう 

にする。 

【主】どのようなゴミがあるのか興味を 

もって活動している。     （観察） 

【知・技】空き缶やプラスチックゴミが多 

く流れ着いていることを知ることができ 

る。             （観察） 
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３ 干潟・波打ち際・丘上の３か所の砂を 

 採集する。 

 

４ 持ち帰ったゴミの分別を行う。 

・ プラスチックゴミは、細かく砕かれ 

て流れ着いているものが多い。 

 

５ 採集した砂を水に浸し、浮遊物を観察 

する。 

・ ゴミが一番多かった丘の砂に、マイ 

クロプラスチックが多く含まれてい 

る。 

・ 干潟の砂にも少量ではあるが、マイ 

クロプラスチックが含まれている。 

 

６ 調査結果について話し合う。 

・ 丘の上のプラスチックゴミが砕け 

て、いろいろな場所に飛ばされている

のではないか。 

・ こんなに小さなプラスチック片な 

ら、魚やカニなど、海の生き物が間違っ 

て食べてしまっても仕方がない。 

・ ゴミを食べた魚はどうなるのだろ 

う。私たちが食べている魚などにも、プ 

ラスチック片があるかもしれない。 

・ 海岸のゴミは、海から流されてきた 

ものだけではないのではないか。 

 ・ 自分たちが、何気なく捨ててしまっ 

ているゴミも、海を汚しているのかも 

しれない。 

・ どの場所の砂か確認できるようにして 

おく。 

 

・ ゴミの分別を行いながら、自分たちの 

生活との関連の有無について考えること 

ができるようにする。 

 

・ マイクロプラスチックを確認できるよ 

う、注意深く観察するよう声掛けをする。 

 

 

 

 

 

 

・ 海洋ゴミの問題が、自分たちにも関わ 

りのある問題であることに気付くことが 

できるように発問を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主】海洋の環境保全の必要性に気付いて 

いる。        （ワークシート） 
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3.  今回の活動の自己評価 

・ これまでの活動で、新居浜と今治の海を比較し、海洋を取り巻くいろいろな事柄を知 

ることはできたが、どこか他人事のような捉え方をしている児童が多かった。 

・ 今回の活動を通して、海洋ゴミの問題は他人事ではなく、自分たちに直結している問 

題であることに気付くことができたように思う。そして、そこから自分たちの問題とし 

て、どのように解決していくことが望ましいのかを考えていく良いきっかけになった。 

4.  今後の課題 

・ 海での活動は、潮の干満によって活動時間が左右されるため、雨天などと重なった場 

合、後日すぐに実施することができない。そのことも考慮した上で、ゆとりのある単元計 

画を立てておく必要がある。 

5.  本学習内容報告書活用にあたっての留意点 

・ 事前に海岸に出向いてごみの様子について調査を十分に行い、海洋プラスチックごみが  

 どの辺りにあるのか、つかんでおくこと。 

・ 児童の安全面を十分確保すること。 
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学校名 愛媛県新居浜市立多喜浜小学校 

授業者 教諭 松下 博之 

1.  単元計画 

1-1.  単元名 

多喜っ子 海洋守り隊 

1-2.  学年 

第６学年 

1-3.  教科（単元を実施する教科を全てお書きください） 

海洋教育科 

1-4.  単元の概要 

実際に近郊の海に出向き、生息する生き物を観察する。また、海と関わる仕事をしてい

る方の話を聞いたり、水産物や海洋環境について調べたりする。そして、学習したことを

まとめて発表する。 

1-5.  単元設定の理由・ねらい 

多喜浜地域は昔、別子銅山と並んで新居浜市の産業を支えてきた多喜浜塩田ゆかりの地

である。児童たちはこれまで、この多喜浜塩田の歴史を総合的な学習の中で学んできた。こ

のことにより、海は、自分たちにとって、切り離すことのできないかけがえのないものであ

ると感じている。しかし、そのかけがえのない存在である「海」との直接の関わりは意外に

も少なく、身近な海や水産業などについての知識も乏しいことが分かった。 

そこで、まず、校区内の海岸へ生き物調査に出掛けることをきっかけに、海に触れ、海と

親しむことから、海洋に対する興味・関心を高めたい。次に、海と関わる仕事をしている方

から話を聞き、水産物や海洋環境について知り、その後の調べ学習によって理解を深める。

これらの活動を通して、海と自分自身との深い関わりを感じさせ、持続発展的に海と共生

する心情を育てたいと考え、本単元を設定した。 

1-6.  育みたい資質や能力、態度 

様々な体験活動を通して、海に対する豊かな感受性や関心を培い、身近な海での様々な

営みを知ろうとする心情を高めたい。また、水産業や水産物、海洋環境について聞いたり、

調べたりする活動を通して、海と自分自身の深い関わりを感じさせるとともに、的確な情

報発信を行うなどの伝える力を育みたい。 
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1-7.  単元の展開（全２２時間） 

時

数 
学習活動・主な内容 

教師の指導 / 主な評価 

外部連携 / 使用教材等 

４ 

・ 荷内海岸で、総合科学博物館の専門 

学芸員の方と一緒に海洋生物の観察 

を行う。 

・ 外部講師と連携を図り、児童が様々な 

観点から海と触れ合うことができるよ 

うにする。 

【主】海の自然に親しみ、進んで海や海の 

生き物に関心をもつ。 

【知・技】磯活動での注意事項を理解し、 

安全に気を付けて活動することができ 

る。 

外部連携…愛媛県総合科学博物館 

６ 

・ 四国水族館で、海洋生物の観察を行 

う。 

・ 四国水族館で、海洋生物の生態を観察 

し、様々な生き物に興味をもたせる。 

【主】海の生き物や海の様子に興味をもち 

楽しんで見学する。 

【知・技】四国周辺の海の様子を知ること 

ができる。 

２ 

・ 漁港で、水産物、海洋環境について 

の話を聞いたり、漁の疑似体験をした 

りする。 

・ 海と関わる仕事をしている方の話を 

聞いたり、体験活動をしたりする活動を 

通して、水産物や海洋環境等について理 

解させる。 

【主】海と関わる仕事をしている方の話を 

主体的な態度で聞く。 

【知・技】水産物や海洋環境等について理

解することができる。 

外部連携…垣生漁業協同組合 

５ 

・ 水産物や加工品、海洋環境の問題に 

ついて調べ、発表し合う。 

 

・ 海洋環境の問題を、自分自身の問題と 

して考えさせる。 

【思・判・表】自分自身と関連付けながら、 

調べたことを分かりやすくまとめ伝え 

ることができる。 
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2.  学習活動の実際 

導入： これまでの自分の生活を振り返る。 

活動： 海と関わる仕事をしている方の話を聞き、水産資源や海洋環境の理解を深める。 

まとめ：聞いた内容や、調べたいことをまとめ、次時につなげる。 

2-1.  単元における位置づけ 

単元 １７ 時間中の １１，１２ 時間目  

2-2.  本時の目標 

 海と関わる仕事をしている方の話を聞く活動を通して、海と自分の生活の関わりを実感

し、海と関わる仕事をしている方の思いに触れ、水産資源や海洋環境を理解し、海と共生

する意識を高めることができる。 

2-3.  本時の展開 

主な学習活動 / 反応 教師の指導・支援 / 評価の視点（方法） 

１ これまでに食べたことがある魚を思い 

出す。 

・ タイ ヒラメ マグロなど 

２ 新居浜近郊の海で水揚げされる魚の種 

類を知る。 

 ・ 初めて知った魚がいる。 

 ・ どんな魚か見てみたいな。 

３ 実際に魚を見たり、触ったりする。 

 ・ 思っていたよりも重い。 

 ・ 持ち上げるのが難しい。 

４ 漁師さんの話を聞き、感じたことを話 

し合う。 

 ・ よく行く回転ずしのお店にも、この 

魚が使われていることに驚いた。 

 ・ 漁師さんは、魚をとるだけでなく、海 

を守る仕事をしていることが分かっ 

た。 

５ 加工販売している食品を実際に食べ、 

話を聞く。 

 

６ 学習の振り返りを行う。 

・ これまでの経験を振り返らせること 

で、興味をもたせる。 

 

・ 多くの種類の魚が身近な海で水揚げさ 

れていることを理解させる。 

 

・ 実際に魚を触る体験活動を取り入れる 

ことにより、魚に対する関心を高める。 

【主】海と関わる仕事をしている方の話を 

主体的な態度で聞いている。  （観察） 

・ 海岸に落ちているプラスチックごみ 

や、海で育てている海藻を実際に見させ 

ることで、海洋環境について考えさせる。 

【知・技】水産物や海洋環境等について理

解することができる。 （ワークシート） 

 

・ 地物の魚を加工し、販売している方の 

思いを聞くことで、地産地消の大切さに 

気付かせる。 

 

・ 分かったこと、さらに調べたいことな 

どをまとめ、次時への意欲付けを行う。 
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3.  今回の活動の自己評価 

・ ５年時に学習した環境学習に加え、実際に海と関わる仕事をしている方の話を聞くこ 

とで、海洋環境についてより深く理解することができた。 

・ 身近な海から様々な種類の魚が水揚げされていることや、それらがよく知っているお 

店に卸されていることを知り、自分と海との関わりについて実感した。 

・ 海と関わる仕事をしている方の思いを聞くことで、海を大切にし、海を守りたいとい 

う意識を高めることができた。 

4.  今後の課題 

・ 海洋環境の問題は、多岐にわたるため、調べ学習のみで進めることは難しい。ねらいを

明確にして、さまざまな体験活動を取り入れる必要がある。 

・ 教員が授業のねらいをしっかりともち、外部講師と密に連絡を取り合う必要がある。 

5.  本学習内容報告書活用にあたっての留意点 

・ 加工食品を食べる活動では、アレルギー児童の確認や、保護者への連絡を確実に行うこ 

と。 

・ 雨の際の対応を事前に外部講師と相談しておくこと。 
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学校名 

新居浜市立泉川小学校 

採択活動名 

海の恵みで発展してきたふるさとを学ぶ～多喜浜塩田を未来に伝えよう～ 

実施単元 ※実施した単元の数に応じて記載してください 

単元名 学年 教科 

1. 自然災害からくらしを守る ４年生 社会、総合 

2. 環境について考えよう ５年生 総合 

3.    

取り組みの概要 

（ねらい） 

国語科や社会科で学習したことをもとに、環境問題について調べたり、自然体験したりすることによ

り環境を守るために必要なことや、自分の日頃の行動を考え、実行することができる児童を育てる。 

（１）自然災害からくらしを守る（４年生） 

自然災害から人々を守る活動について、過去に発生した地域の自然災害、関係機関の協力などに着目

し、調べ学習や見学、体験、インタビューを通して知識を深める。 

泉川地域ではどのように協力して自然災害に対処しているのか、今後に対してどのような備えを行っ

ているのかということについて理解を深め、地域の一人として「気付き、考え、実行する」ことのできる

能力や態度を育成する。 

（２）「大好き泉川の日」への参加（全学年） 

一人一人の小さな行動が、ふるさと泉川を守ること

になることを自覚して、進んでボランティア活動を行

う児童を育てるため、空き缶を回収したり、エコ活動の

呼び掛けを行ったりしている。また、５・６年生を中心

によりよい学校や校区づくりのために、泉川ボランテ

ィア手帳を活用し、奉仕活動やボランティア活動に取り組んでいる。こうした地域をきれいにする体

験を通じて、海や山や川など環境を守る意識を醸成している。 

（３）環境について考えよう（５年生） 

  自然体験（室戸自然の家での活動・宇和島市での 

クルージング体験や真珠の玉出し体験）をすることに  

より、海の恵みのありがたさや海を大切に守ろうとい  

う気持ちが高まった。 

また、本やインターネットで地球規模の環境につい 

て調べ、現在の自然環境を知り、これからの自分の行動 

を考えるきっかけとなった。 
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【５年生指導計画） 

 

学校名 新居浜市立泉川小学校 

参加人数 児童 ７９名 指導者等 ５名 

授業担当者 ５年生担任 

協力者 盛運汽船株式会社、真珠の養殖業者 

場所 宇和島市新内港、平浦地区 

単元名 愛媛県の海を知ろう！（総合的な学習） 

本時の 

ねらい 

海の恵みから多くの産業を振興し発展させてきた県内の海洋産業の様子を体

験することで、さらなる知見を深め、漁業の発展に対する思いを学習する。 

時

数 
学習活動・主な内容 

教師の指導 / 主な評価 

外部連携 / 使用教材等 

１ 
１．事前学習 ・ＤＶＤ等を視聴し、県内の養殖業

について学ぶ。 

２ 

【クルーズ船の体験】 

２．挨拶・ライフジャケット着用、安全指導 

３．クルーズ船に乗車 

 ・鯛やマグロの養殖場を見学 

 ・クルーズ船内を見学 

 ・操舵室などで船の説明を受ける 

 

・日本有数の養殖業の現場を見学

し、地元の海との違いを実感する。 

・県内での環境の実態を知り、問題

意識を持つ。 

２ 

【真珠の球出し体験】 

４．真珠の養殖場を見学 

 ・養殖場の説明 

 ・真珠の養殖方法の説明 

５．アコヤ貝の観察 

 ・アコヤ貝の体の構造 

 ・真珠を実際に取り出す 

・養殖業に携わる人々の思いや漁業

を続けるための活動や社会への貢献

度について知る。 

・アコヤ貝の体の構造を学ぶ。 

・生命の尊さを学ぶ。 

１ ６．ふり返り：養殖現場について  

＜持参物＞ 

・ライフジャケット、タオル、レインコート 

 

授業の実施状況、実施後の反省点等 

 

愛媛県の海を調べよう 
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